
2006年度 力学 1演義 (アドバンス) 問題 No. 2 (2006/04/21)

1. 速度に比例する抵抗がある場合の落体について考える．運動方程式は

m
d2x

dt2
= −γ

dx

dt
− mg .

(a) 長さと時間の測り方を x → σ = x/x0，t → τ = t/t0などと変えて，運動方程式を

d2σ

dτ 2
= −dσ

dτ
− 1 (1)

とすることができることを示せ．

(b) x0，t0は前回の問題で求めた長さの次元を持つ量や時間の次元を持つ量とどのよう
な関係があるか．また，σや τ の次元はどう考えられるか．

(c) 運動方程式 (1)を解け．

2. 単振動について前問と同じことを考えよ．運動方程式は，

m
d2x

dt2
= −kx .

3. 抵抗が速度の 2乗に比例する場合の落体の運動方程式

m
d2x

dt2
= −sμ

(
dx

dt

)2

− mg , s ≡ dx

dt
/

∣∣∣∣∣dx

dt

∣∣∣∣∣
を無次元化せよ．
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